
 

杵
島
岳
（
阿
蘇
）
と 

杵
島
山
（
佐
賀
県
杵
島
郡
） 

 

阿
蘇
市
永
草
か
ら
晴
れ
た
日
に
は
本
当
に
す

が
す
が
し
い
杵
島
岳
（
阿
蘇
五
岳
の
ひ
と
つ
）

を
米
塚
越
し
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

神
八
井
耳
命
の
子
孫
、
建
借
間
命
の
軍
勢
が
、

故
郷
杵
島
山
の
歌
『
杵
島
唱
曲
（
き
し
ま
の
う

た
ぶ
り
）
』
を
七
日
七
夜
歌
い
、
賊
を
油
断
さ

せ
、
い
っ
き
に
滅
ぼ
し
た
と
【
常
陸
国
風
土
記
】

に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
故
郷
杵
島
山
と
は
肥
前
（
佐
賀
県
杵
島

郡
）
の
杵
島
山
の
こ
と
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
肥
前
も
肥
後
も
同
じ
火
の
国
で
す
。
水
俣

出
身
の
民
族
学
者
、
谷
川
健
一
氏
は
こ
の
記
事

に
つ
い
て
、
神
八
井
耳
命
を
祖
と
す
る
多
氏
の

一
族
が
九
州
の
地
か
ら
常
陸
国
鹿
島
へ
と
遠

征
・
移
住
し
た
痕
跡
を
し
め
す
伝
承
で
あ
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。 

肥
前
杵
島
山
の
西
南
の
麓
に
は
塩
田
と
い
う

地
名
が
あ
り
、
有
明
海
に
注
ぐ
塩
田
川
が
な
が

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
川
は
、
古
、
“
潮
高
満
川
”

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
【
肥
前
国
風
土
記
】
に
あ

り
、
塩
田
の
地
名
は
こ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
す
。

こ
の
土
地
に
は
二
つ
の
子
授
か
り
伝
承
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。 

ひ
と
つ
め
の
話
は
、
塩
田
郷
の
村
に
喜
左
衛

門
と
い
う
貧
し
い
百
姓
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

夫
婦
の
中
に
子
供
が
な
い
の
を
悲
し
ん
で
、
籾

岳
の
大
神
に
願
掛
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
一

日
目
の
満
願
の
日
に
“
今
日
の
帰
り
道
に
最
初

に
足
に
さ
わ
っ
た
も
の
を
拾
い
上
げ
て
子
に
す

る
が
よ
い
”
と
の
御
告
げ
が
あ
っ
た
。
喜
ん
で

帰
る
途
中
、
小
さ
な
蛇
が
足
に
さ
わ
っ
た
。
驚

き
な
が
ら
も
神
の
教
え
だ
か
ら
連
れ
て
帰
っ
て

大
切
に
愛
育
す
る
と
、
四
・
五
年
後
に
は
一
丈

四
五
尺
に
も
な
っ
た
。
そ
う
し
て
親
の
後
か
ら

ど
こ
へ
で
も
つ
い
て
行
く
の
で
、
村
人
も
恐
ろ

し
が
っ
て
喜
左
衛
門
と
は
つ
き
合
わ
な
く
な
っ

た
。
せ
っ
か
く
わ
が
子
と
し
て
育
て
た
け
れ
ど

も
、
あ
の
と
お
り
村
で
怖
が
る
か
ら
、
何
処
へ

な
り
と
も
身
を
隠
し
て
く
れ
と
夫
婦
が
い
う
と
、

大
蛇
は
よ
く
聴
き
わ
け
て
、
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
出
て
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
何
年
か
の
後
、

二
人
は
年
老
い
て
働
く
力
が
な
く
、
い
よ
い
よ

貧
し
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
塩
田
川
の
水
を
引
く
井
手
が
破
損
し
て

何
度
修
理
し
て
も
ま
た
崩
れ
、
村
人
は
大
い
に

困
っ
た
。
村
々
の
庄
屋
が
心
痛
し
て
易
者
に
占

っ
て
も
ら
う
と
、
こ
れ
は
以
前
人
に
養
わ
れ
て

 
阿蘇市永草から見る杵島岳   阿蘇の開拓神、健磐龍命は神八井耳命の御子神。 
『杵島唱曲』〝あられふる杵島が岳を峻しみと、草採りかねて、妹が手を執る〟 
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い
た
大
蛇
の
仕
業
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

蛇
を
子
と
し
て
い
た
の
は
喜
左
衛
門
の
家
よ
り

他
は
な
か
っ
た
の
で
、
一
同
は
話
し
合
っ
て
毎

年
村
々
か
ら
少
し
ず
つ
井
手
米
を
集
め
て
こ
の

老
人
の
家
に
や
る
こ
と
に
す
る
と
、
そ
の
後
は

井
手
も
崩
れ
ず
豊
作
が
続
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
（
柳
田
國
男
・
桃
太
郎
の
誕
生
）
。 

二
つ
め
の
話
は
杵
島
山
に
福
泉
寺
と
い
う
薬

師
如
来
を
本
尊
と
す
る
真
言
宗
の
山
寺
が
あ
り
、

塩
田
郷
の
大
黒
丸
夫
婦
が
子
授
け
を
祈
願
し
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
堂
の
裏
で
赤
子
の
泣
く

声
が
し
た
の
で
、
僧
が
行
っ
て
見
る
と
、
鹿
が

人
の
子
を
産
ん
で
乳(

ち
ち)

を
与
へ
て
い
た
。
こ

の
子
は
大
黒
丸
夫
婦
に
引
取
っ
て
育
て
ら
れ
、

お
許
丸
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
宮
廷
に
仕
え
て

和
泉
式
部
と
な
り
、
紫
式
部
・
清
少
納
言
・
赤

染
衛
門
と
な
ら
ん
で
平
安
の
歴
史
を
飾
る
存
在

と
な
っ
た
。
彼
女
は
鹿
の
子
で
あ
っ
た
の
で
、

生
れ
な
が
ら
に
足
の
指
が
二
つ
に
割
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
隠
す
た
め
に
母
は
足
袋
を
発
明
し
て
娘

に
は
か
せ
た
と
い
い
ま
す
（
柳
田
国
男
・
和
泉

式
部
の
足
袋
）
。 

 

写
真
と
文
責 

 

牛
島 

稔
大 

 
和泉式部公園（嬉野市塩田町）から見た杵島山稜 

和泉式部は遂に故郷へは一度も帰る機会はなかったが、塩田郷の大黒丸養父母のことは一時も忘れること

なく、望郷の念は募るばかりであった。その心情を ”ふるさとに帰る衣の色くちて 錦の浦や杵島なるら

ん” と詠いあげた。 

  

 
聖岳（佐賀県杵島郡大町町）より見た杵島山稜 

神八井耳命は神武天皇の次男で多氏の祖の他にも、火君、大分の君、阿蘇の君、筑紫三家（みやけ）の連、小子部

連、坂井部連、雀部臣、雀部造、小長谷造、都祁直、伊予国造、科野国造、陸奥の石城国造、常道（ひたち）の仲国

造、長狭国造、伊勢の船木直、尾張の丹羽臣、島田臣らの祖であるとされている。 



 

祖
母
山
（
大
分
県
豊
後
大
野
市
） 

肥
後
（
熊
本
県
）
、
豊
後
（
大
分
県
）
、
日

向
（
宮
崎
県
）
の
境
に
聳
え
立
つ
祖
母
山
の
神

を
嫗
岳
大
明
神
と
い
い
ま
す
。
こ
の
嫗
岳
大
明

神
は
鵜
戸
の
窟
の
神
鵜
驚
草
葺
不
合
尊
の
第
四

皇
子
神
武
天
皇
の
祖
母
、
豊
玉
姫
命
で
あ
る
と

い
う
説
が
山
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

姥
が
岳
（
祖
母
山
）
の
ふ
も
と
の
大
分
県
竹

田
市
神
原
に
は
洞
穴
が
あ
っ
て
姥
岳
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
白
水
（
し
ろ
う
ず
）
の

地
名
と
穴
森
社
が
あ
り
祭
神
は
蛇
神
で
す
。
そ

の
隣
が
緒
方
三
郎
惟
義
（
榮
）
の
拠
点
、
豊
後

大
野
市
緒
方
町
で
す
が
、
緒
方
町
も
阿
蘇
氏
の

最
初
の
根
拠
地
で
あ
る
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町

草
部
も
高
千
穂
と
と
も
に
祖
母
山
を
中
心
に
半

径
三
十
ｋ
ｍ
に
全
て
収
ま
る
地
理
内
に
あ
り
ま

す
。
谷
川
健
一
氏
は
、
“
豊
後
と
肥
後
（
阿
蘇
）

と
日
向
の
境
の
地
の
嫗
岳
伝
説
に
、
倭
の
水
人

の
後
裔
で
あ
る
緒
方
一
族
の
蛇
の
鱗
の
伝
承
を

付
け
足
し
て
、
そ
れ
が
多
氏
一
族
に
よ
っ
て
信

濃
に
持
ち
込
ま
れ
、
小
泉
小
太
郎
伝
説
と
な
っ

た
。
” 
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

● 

嫗
岳
伝
説
【
平
家
物
語
】
【
大
神
氏
系
図
】 

豊
後
（
或
い
は
日
向
）
の
塩
田
大
太
夫
の
娘

の
元
に
通
う
謎
の
男
、
そ
の
正
体
を
知
ろ
う
と
、

針
に
長
い
糸
を
つ
け
て
男
の
衣
服
に
刺
し
て
お

く
と
、
そ
の
糸
の
先
は
姥
岳
の
岩
屋
に
と
ど
い

て
い
た
。
岩
屋
の
中
の
大
蛇
が
男
の
正
体
で
嫗

岳
（
高
千
穂
）
大
明
神
。
生
ま
れ
た
男
の
子
は

偉
丈
夫
で
、
ア
カ
ガ
リ
太
夫
と
よ
ば
れ
た
。 

● 

倭
の
水
人
の
伝
承
【
魏
志
倭
人
伝
】 

倭
の
水
人
は
体
に
蛇
の
入
墨
を
し
て
い
た
。

宗
像
は
胸
の
部
分
に
、
尾
形
は
尻
の
部
分
に
蛇

の
入
墨
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
名
で

あ
る
（
金
関
丈
夫
の
説
）
。
対
馬
の
豊
玉
村
の

仁
位
に
鎮
座
す
る
わ
た
づ
み
神
社
（
安
曇
磯
良

の
墓
と
称
す
る
も
の
有
）
の
祀
管
の
長
岡
家
は

安
曇
氏
の
系
統
の
家
柄
と
さ
れ
る
が
、
代
々
身

に
鱗
の
あ
る
人
間
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。 

● 

信
濃
の
ア
ソ
郷
【
和
名
抄
】 

信
濃
国
小
県
郡
安
宗
郷
（
『
地
名
辞
書
』
今

の
東
塩
田
村
、
西
塩
田
村
、
別
所
村
及
び
富
士

山
村
に
あ
た
る
総
名
塩
田
原
と
も
い
う
、
東
塩

田
に
古
安
曾
の
地
名
残
る
）
。 

● 

信
濃
の
安
曇
氏
（
倭
の
水
人
の
末
裔
） 

長
野
県
の
南
安
曇
郡
穂
高
町
の
穂
高
神
社
は
、

海
神
穂
高
見
命
を
安
曇
氏
が
奉
斎
し
た
神
社
。

神
官
は
二
十
一
日
間
の
水
垢
離
を
し
て
、
穂
高

岳
に
登
り
蛇
を
見
つ
け
て
、
盛
大
な
祭
典
を
い

と
な
む
。
そ
し
て
、
氏
子
に
は
か
な
ら
ず
、
脇

 
三秀台（宮崎県西臼杵郡高千穂町五ヶ所高原）より見る祖母山 

森にはニホンカモシカ（特別天然記念物）、シカ、イノシシ、ヤマネ、清流にはエノハ（ヤマメ、アマゴ）が生息する。周辺には鉱

物資源も豊富で尾平、木浦、見立、土呂久などの鉱山があった（アソ、アソウとは鉱物地名）。また、祖母山の麓、竹田市、豊後大

野市、高千穂町、高森町はいずれも湧水（白水：しろうず、はくすい＝泉）豊かな里である。 
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の
下
に
鱗
の
あ
る
も
の
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。 

● 

信
濃
の
姥
ケ
岳
伝
承
・
小
泉
小
太
郎
伝
説

【
柳
田
國
男
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
】 

小
県
西
塩
田
村
の
山
頂
に
寺
が
あ
っ
た
。
そ
こ

に
毎
夜
美
し
い
女
が
通
っ
て
く
る
。
そ
の
正
体

を
知
ろ
う
と
し
て
、
針
に
長
い
糸
を
つ
け
て
女

の
衣
服
に
刺
し
て
お
く
と
、
そ
の
糸
の
先
は
産

川
の
宿
屋
に
と
ど
い
て
い
た
。
女
は
大
蛇
で
あ

っ
て
、
赤
子
を
産
ん
で
自
分
は
死
ん
だ
。
大
蛇

の
産
み
落
と
し
た
子
供
は
、
下
流
の
泉
田
村
大

字
小
泉
の
老
婆
に
拾
わ
れ
育
て
ら
れ
、
そ
の
名

を
小
泉
小
太
郎
と
呼
ば
れ
た
。
小
太
郎
は
小
男

で
あ
っ
た
が
、
十
六
の
時
大
変
な
力
を
見
せ
た
。

小
太
郎
の
子
孫
は
代
々
横
腹
に
蛇
の
斑
紋
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

写
真
と
文
責 

 

牛
島 

稔
大 

 
原尻の滝と緒方社（豊後大野市緒方町） 

尾方三郎惟義（榮）はアカガリ太夫の子孫で、身に蛇の尾の形と鱗があれば、尾形と

いう。惟榮は壇ノ浦の戦いのとき宇佐八幡宮に火を放ち、また、義経の九州亡命を船

を出して迎え入れようとしたかどで咎めを受け、上州利根郡に流された。 
 

 
藤原純友の根拠地豊予諸島を望む（愛媛県宇和島市） 

緒方三郎惟義（榮）の先祖にアカガリ太夫とよばれた大神惟基がいる。惟基は海賊の

棟梁として有名な藤原純友の副大将であり、佐伯を根拠地として東九州の水軍を率い

た。天慶四年純友が捕らえられたその年に、大神惟基もつかまった。 
 

 
神鵜驚草葺不合尊を祀る鵜戸神宮

（宮崎県日南市） 
竜宮で海神の娘（豊玉姫）と結婚し

た山幸彦が地上の国に戻ると、臨月

の豊玉姫も山幸彦を追いかけて浜辺

の産屋で神鵜驚草葺不合尊を出産し

た。山幸彦が覗くと姫の姿は竜蛇で

あった。 
 

 
大山祇神社（愛媛県今治市） 

伊予の伝承【予章記】 
河野通清（伊予権介。瀬戸内海に強

大な水軍力を持つ）は大蛇と人間の

女の間に生まれ、その顔面と両脇に

鱗があった。惟義（榮）と同じ時代

に活躍。 
 

 
健男社（緒方町上畑） 

御神木は直径１ｍほどのカゴノキの

巨木（鹿子の木：鹿の子模様の樹皮

にちなむが、蛇の鱗模様にも似る）。

 

 
アカガリ太夫の母を祀る宇田姫社

（豊後大野市清川村宇田） 
岩屋は穴森社に通じるという。ここ

にもカゴノキの社叢がある。 



開聞岳（鹿児島県指宿市） 

（本文からの続き）天智帝は故郷開門岳に帰された大宮姫を慕い、潜行して開聞岳の麓にあった京殿（いまの京田）に入って姫と共

に三八年間暮したが、慶雲三（706）年七九歳で崩御し、また姫も翌慶雲四年五九歳で薨去されたということです。 

 

鹿
児
島 

開
聞
岳
（
宮
崎
県
諸
県
郡
・

鹿
児
島
県
指
宿
市
） 

日
本
書
紀
（
『
紀
』
）
の
一
説
に
よ
る
と
、

日
向
の
諸
県
君
牛
（
諸
井
）
は
朝
廷
に
仕
え
て

い
た
が
、
年
老
い
た
の
で
日
向
に
帰
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
娘
の
髪
長
媛
を
朝
廷
に
た
て
ま
つ
ろ

う
と
し
て
、
播
磨
ま
で
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
と
き
、
ホ
ム
タ
別
（
応
神
天
皇
）
は
淡
路
島

で
狩
り
を
し
て
い
た
。
す
る
と
数
十
の
麋
鹿
が

海
に
浮
か
ん
で
き
て
、
播
磨
の
鹿
子
水
門
に
入

っ
た
。
使
い
を
だ
し
て
見
さ
せ
る
と
、
角
を
つ

け
鹿
の
皮
を
き
た
人
間
だ
っ
た
。
「
誰
人
ぞ
」

と
い
う
と
、
諸
県
君
牛
で
、
娘
の
髪
長
媛
を
つ

れ
て
来
た
と
答
え
た
と
い
う
。 

“
女
の
ほ
う
が
男
の
居
住
地
へ
移
っ
て
結
婚

す
る
と
き
に
、
鹿
に
仮
装
す
る
風
習
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
”
と
考
古
学
者
の
森
浩
一
氏
は

こ
の
逸
話
を
評
し
て
い
ま
す
が
、
諸
県
君
牛
は

海
人
族
の
首
長
で
鹿
を
ト
ー
テ
ム
と
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

福
岡
の
志
賀
島
は
海
人
族
の
阿
曇
（
あ
づ
み
）

氏
が
本
拠
地
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
志

賀
海
（
し
か
う
み
）
神
社
に
祖
神
「
綿
津
見
（
わ

た
つ
み
）
神
」
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
鹿
の
角
を
一
万
本
以
上
奉
納
し
た
鹿
角
堂
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
の
安
芸
の
宮
島

に
は
海
人
族
の
宗
像
三
女
神
（
市
杵
島
姫
命
、

田
心
姫
命
、
湍
津
姫
命
）
を
祀
る
厳
島
神
社
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
島
も
鹿
で
有
名
で
す
。 

先
ほ
ど
の
『
紀
』
の
一
説
に
は
続
き
が
あ
っ

て
、
「
天
皇
、
悦
び
て
、
即
ち
喚
し
て
御
船
に

従
へ
ま
つ
ら
し
む
。
是
を
以
て
、
時
人
、
其
の

岸
に
著
き
し
処
を
な
づ
け
て
、
鹿
子
水
門
と
日

ふ
。
凡
そ
水
手
（
水
夫
）
を
鹿
子
と
日
ふ
こ
と
、

蓋
し
始
め
て
是
の
時
に
起
れ
り
と
い
ふ
」
と
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
『
鹿
児
島
』
の
地
名
と
も
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

開
聞
岳
の
伝
承
に
、
塩
土
翁
（
一
説
で
は
開

聞
社
僧
瑞
応
院
主
）
が
密
法
修
業
中
、
牝
鹿
が

来
て
法
水
（
閼
伽
の
水
）
を
な
め
、
口
か
ら
一

女
子
を
産
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
娘
は
容
姿

端
麗
だ
っ
た
の
で
、
瑞
照
姫
と
名
付
け
て
沙
門

智
通
に
与
え
た
。
美
貌
が
都
に
聞
こ
え
、
上
京

し
て
藤
原
鎌
足
に
育
て
ら
れ
、
長
じ
て
大
宮
姫

と
改
め
、
一
三
歳
で
天
智
帝
の
皇
后
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
正
月
二
一
日
の
初
雪
の
雪
合
戦
の

と
き
、
姫
の
足
の
爪
が
鹿
の
爪
と
わ
か
り
、
開

聞
岳
に
帰
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 
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九州の山紀行（多氏と海人の足跡） 

『日本』という新しい国号ならびに『天皇』の称号を用い、『日本書紀』、『古事記』の編纂事業を始

めたのは、壬申の乱に勝利した天武天皇（大海人皇子）とされます。それまでの『倭国』は朝鮮半島と

の密接なる連携国家であった。しかし『白村江』での敗戦によって同盟国『百済』とともに衰退・消滅

し、新たに列島内で『日本』という国家の枠組みが形作られていった。この時、天武天皇（大海人皇子）

と一緒になって働いたのが、多氏一族（神八井耳命を祖とする火君、大分の君、阿蘇の君、筑紫三家（み

やけ）の連ら十九氏）と海人族（安曇、宗像氏ら）であったのだろう。 
 
 

牧の原古墳群 
（宮崎県都城市） 
日向諸県君牛の娘 
髪長媛の像。一説

には、宮崎県西都

原古墳群の男狭穂

塚、女狭穂塚を父

娘の古墳とする説

もあります。 
 モロカタの君

も、ムナカタ、ミ

ナカタ、オガタ氏

ら と同じ海人族

（倭の水人）と思

われる。 
 

 
志賀海神社（福岡市東区志賀島） 

この神社にある鹿角堂は神功皇后が対馬で狩

を行い鹿の角を奉納した故事に因むという。 

 
薩摩一宮枚聞（ひらきき）神社 

南薩地方一帯の開拓の祖神、特に

航海安全、漁業守護の神として舟

人等から厚く信仰される。島津家

に入貢する琉球人等は航海中開聞

岳の雄姿を遥かに拝するや神酒を

奉り無事を祈った。 
瑞応院：開聞神宮の別当寺。本尊

は聖観音阿弥陀薬師、開山は真言

五祖の一人智通僧正。大化五年

(649)の春開聞岳麓に梵宇を構え

白雉三年(652)今の地に寺院建立。

宗像大社（福岡県宗像市） 
柳田國男の記す「髪長姫」は天

武天皇（大海人皇子）の后とな

った処女の物語で海人の娘と

なっている。この御后は高市皇

子の母、尼子娘（あまこいらつ

め）かもしれない。彼女の父は

胸形君徳善である。（「尼」は

伊勢神宮の忌詞で「女髪長」と

言い換えられる）。宗像大社は

「裏伊勢」とも称せられ皇室を

はじめ国民の崇敬も厚い。 
 


